
1日目　6月21日（金）
会場名 講演会場
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ル

国立大ホール

PAL
ポスターセッション

国立大ホール
マリンロビー

第2会場 メインホール

第3会場 301+302

第4会場 303+304

第5会場

311+312

313+314
（中継）

PAL-LS 315

第6会場

411+412

413
（中継）

第7会場

418
（中継）

419

第8会場

第9会場

501+502

503

第10会場 F201～206

ポスター会場 ホールB

8:15-8:45

SY1 9:00-10:30
メサドンは使いにくい？そのハードルを考える
座長：佐藤 哲観、里見 絵理子
演者：阿部 博昭、香坂 俊、小田 浩之、
　　　松田 良信

SY7 10:45-12:15
臨終期、死亡確認、霊安室、お見送り
～医療とケアの視点から～
座長：池永 昌之、前滝 栄子
演者：新城 拓也、林 ゑり子、広瀬 寛子、
　　　笹原 留似子

SY9 14:00-15:30
ネバーギブアップ症状緩和～臨床のコツ～
座長：金石 圭祐、田上 恵太
演者：田上 恵太、吉川 善人、熊野 晶文、
　　　寺田 忠徳、北條 秀博

SY16 15:45-17:15

15:45-17:15

レスキューを頻回に使用する終末期がん患者の対応
座長：上野 博司、渡壁 晃子
演者：谷口 彩乃、所 昭宏、川村 和美、
　　　前滝 栄子

SY17
チャンスをつかめ：世界レベルの
緩和ケア実践者になるためのnext step
座長：森 雅紀、岸野 恵
演者：沖崎 歩、石木 寛人、竹之内 沙弥香

SY18
地域住民へのがん・緩和教育の実際
座長：下山 理史、坂井 さゆり
演者：渡邊 清高、横山 太郎、西 智弘、
　　　蔵本 浩一

SY19
施設看取りへの理解を深めよう
～看取り支援の実際と緩和ケア展開の可能性～
座長：福井 小紀子、桑田 美代子
演者：福井 小紀子、田中 志子、田口 将人、
　　　桑田 美代子

JSY1
緩和医療における放射線治療の役割
座長：髙橋 健夫
演者：原田 英幸、阿部 泰之、萬 篤憲

SY10 14:00-15:30
単身者を看取る～人生の最終段階における医療・
ケアの決定プロセスに関するガイドラインから～
座長：田村 里子、山田 麻記子
演者：紅谷 浩之、二見 典子、阿部 葉子、
　　　槇原 貴子
SY11
チーム医療におけるコンサルテーションの極意
座長：小山 富美子
演者：小川 朝生、岩田 健太郎

SY12
がん医療を担う人材の育成における
がんプロフェッショナル養成プランの役割
座長：松岡 順治、川崎 優子
演者：松浦 成昭、三宅 智、内布 敦子、
　　　市原 香織

SY13
一歩踏み出す心不全緩和ケア
座長：宮崎 万友子、柴田 龍宏
演者：大森 崇史、関根 龍一、田中 奈緒子、
　　　富山 美由紀

SY14
ELNEC-J 10年間の活動と今後の展望
座長：田村 恵子、竹之内 沙弥香
演者：Betty Ferrell、笹原 朋代、西山 みどり、
　　　宇都宮 明美、松岡 真里

SY15
介護・福祉スタッフと共に取り組む非がん患者への
在宅緩和ケア～多職種連携推進とそれを進める政策動向～
座長：福井 小紀子、浜野 淳
演者：石山 麗子、渡辺 美奈子、中村 明澄

SY8 10:45-12:15
Reducing burnout of palliative care 
clinicians: これからの多職種連携のあり方
～社会学と経営学の視点から～
座長：森 雅紀、矢野 和美
演者：西川 真規子、Arif Kamal、柏木 秀行

SY6 9:00-10:30
緩和ケアにおける神経ブロックを普及させるには?
座長：服部 政治、小杉 寿文
演者：奥田 健太郎、山岡 憲夫、小杉 寿文、
　　　前里 喜一

CM1 9:00-10:30

9:00-10:00

「専門的緩和ケア」の質の評価について、
何を目的に、どのように実施していくべきか
座長：加藤 雅志、永山 淳
演者：加藤 雅志、坂下 明大、中澤 葉宇子、
　　　宮下 光令

CM2
苦痛と鎮静に関する手引きを読み解く
座長：小川 朝生
演者：中島 信久、池永 昌之

FO1
地域連携を再考する～ソーシャルワークが繋ぐもの
座長：福地 智巴、太田 桂子
演者：久住 真有美、鈴木 彩

SY2
緩和ケアにおける安全と自律のジレンマ
～患者・家族・医療者自身の思いとジレンマ～
座長：松岡 弘道、關本 翌子
演者：岡山 幸子、辻 哲也、林 章敏、瀧本 禎之

SY3
心不全の緩和ケア
～忘れてはいけない精神的サポートの必要性～
座長：柏木 秀行、伊藤 嘉規
演者：大石 醒悟、中島 菜穂子、芥川 亘

SY4
緩和ケアにおける地域連携
～患者の希望を効果的につなぐ～
座長：宇都宮 宏子、児玉 麻衣子
演者：高野 利実、宇野 さつき、田村 里子、
　　　伊庭 裕美、桜井 なおみ

SY5
終末期の自壊創の処置とケア
～QOLに焦点をあてた多職種の創意工夫～
座長：佐藤 淳也、岸野 恵
演者：茅根 義和、志田 有里、飛澤 貴子

PL1
患者を主体にした
症状マネジメント
の探求
座長：細川 豊史
演者：荒尾 晴惠

O1
社会的・経済的問題・就労の問題/
アドバンス・ケア・プランニング、
意思決定
座長：大内 紗也子、柏木 雄次郎

EL1
The implementation of 
patient-reported 
outcomes monitoring
座長：高木 雄亮
演者：Arif Kamal

O2
オピオイド
座長：栗山 俊之、龍 恵美

EL2
呼吸困難と不安について考える
～不安の評価から
リラクゼーションまで～
座長：渡邊 紘章
演者：松田 能宣、栗原 幸江

EL4
緩和医療における
高精度放射線治療の役割
座長：角田 貴代美
演者：中村 直樹

EL3
緩和ケアにおける
Patient Reported Outcomeの
臨床活用
座長：前田 一石
演者：山口 拓洋、堀江 良樹

10:45-11:45O5
せん妄・不眠/倫理的問題
座長：伊藤 由美子、酒井 清裕

14:00-15:30O6
呼吸器症状/予後予測/
がん治療における支持療法/外科治療
座長：田中 桂子、三浦 智史

O7
家族のケア・
子どものケア/
遺族のケア
座長：風間 郁子、
　　　多田羅 竜平

15:45-17:15

15:45-17:15

O8
多職種協働・チーム医療/宗教家/
補完代替療法/早期からの緩和ケア
座長：宮田 知恵子、吉田 智美

O3
緩和ケアにおける地域連携/
集中治療での緩和ケア
座長：清水 政克、向井 未年子

O4
薬剤師・薬学的介入/
リハビリテーション/
その他のチーム医療・
多職種協働
座長：井上 順一朗、宮部 貴識

8:00 9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00 19:00

PL：大会長講演 O：口演SL：特別講演 EL：教育講演 CM：委員会企画SY：シンポジウムJSY：合同シンポジウム LS：ランチョンセミナー

※LS、SWはPAL参加者はご入場いただけません。

SW：スイーツセミナー P：ポスター PAL：PAL企画 PAL-LS：PALランチョンセミナー

PAL-PD：PALポスターディスカッション

FO：職種別フォーラム

8:10-8:15
開会式

8:30-9:30
PALポスター貼付

8:00-10:00
ポスター貼付

10:45-11:45
分野2・6

14:00-15:00
分野1・3

11:50-12:20
PALポスター
ディスカッション

10:00-
10:15
PAL
オリエン
テーション

11:00-
11:15
PAL
オリエン
テーション

10:45-11:45

10:45-11:45

EL5
【答えは「あなたの語る体験」の中にある】
カードを使ったリフレクションプログラムの
実践から多職種連携の強化を考える
座長：中山 祐紀子
演者：飯岡 由紀子

14:00-15:00

14:00-15:00

EL6
痒みと痛みの脳内認知機構
座長：細川 豊史
演者：柿木 隆介

15:10-16:10

15:10-16:00 O9
非薬物療法/オピオイド以外
の薬物療法/その他の痛みに
関するもの
座長：鈴木 正寛、瀧川 千鶴子

EL8
認知症の人の自尊感情と
自己効力感を高める共感的態度
座長：佐藤 典子
演者：繁田 雅弘

16:20-17:20

EL7
Early Integration of Palliative 
Care for Serious Illness
座長：田村 恵子
演者：Betty Ferrell

15:45-16:45

SL1
緩和ケアの両輪としてのArt & 
Science 今後に期待すること
座長：木澤 義之
演者：柏木 哲夫

12:30-13:30LS1
放射線によるがん医療の今
座長：近藤 まゆみ
演者：大西 洋、後藤 志保

12:30-13:30LS2
がん疼痛治療～オピオイドの副作用対策～
座長：森田 達也
演者：里見 絵理子
共催：塩野義製薬株式会社

12:40-13:40PAL-LS1
最期の贈り物　
～暮らしの中で命を紡ぐ～
座長：有賀 悦子
演者：平原 佐斗司

LS3
アセトアミノフェンの
作用機序を再考する
座長：金井 昭文
演者：河野 達郎
共催：あゆみ製薬株式会社

LS4
認知症・せん妄への多職種アプローチを時系列で整理する　
－明日から使える実践的知識－
急性期病院における認知症高齢がん患者のアセスメントと看護ケア
～気づいて・見分けて・ケアして・つなぐ～
座長：谷向 仁
演者：井上 真一郎、木野 美和子
共催：中外製薬株式会社

SW1
医療用麻薬の自己管理を
進めるために
座長：的場 元弘
演者：大串 祐美子、鍛治園 誠
共催：協和発酵キリン株式会社

PAL1
PAL退院前模擬カンファレンス
座長：有賀 悦子
ファシリテーター：
　野田 真由美、桜井 なおみ、
　天野 慎介

LS5
QOL向上に向けた
乳がん術後ケアと指導
～エクオールの可能性～
座長：津川 浩一郎
演者：土井 卓子
共催：大塚製薬株式会社

12:30-13:30LS6
がん疼痛治療において難渋するときの
オピオイド鎮痛薬の選択
座長：多田羅 竜平
演者：的場 元弘、龍 恵美
共催：テルモ株式会社/帝國製薬株式会社

LS7
広がるオピオイドの選択肢
－ヒドロモルフォンをどう位置づけるか？－
座長：木澤 義之
演者：余宮 きのみ
共催：第一三共株式会社

共催：エレクタ株式会社/オーグメニックス株式会社/
　　　株式会社千代田テクノル/東洋メディック株式会社/
　　　日本アキュレイ株式会社/株式会社バリアンメディカルシステムズ/
　　　株式会社日立製作所/ブレインラボ株式会社/ユーロメディテック株式会社8:30-8:45

PALオリエンテーション

：同時通訳


